




1.研究目的

心身障害(発達障害児,視聴覚障害児,先天異常)の診断,治療,療育のよりよい方策を探る。

特に在宅ケアを通しての quality of life の向上と胎児期の診断の基準作成や遺伝相談の

システム化,先天異常モニタリングシステムの確立をはかる。

本年度の具体的研究目標は,実態把握のために,①視聴覚障害児の予後調査,②地域,疾患別

の在宅ケアの実態調査,③胎児診断と治療の現状の全般調査,④遺伝相談の事態調査,⑤先

天異常のモニタリングの調査活動を行い,発達障害児の早期ケアシステムにおける問題点

を明らかにすることである。


